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＜連絡事項＞

· 自立支援医療の手続きについて、必要なものは診断書用の3500円と年金振込み通知書となっているが、誤認しているメンバーが数名いる為、メンバーから話のあった際には説明行っていく。

· 大釜　久直様～金曜の問診にて外来医より食事指示箋記入して頂き、来週月曜より利用開始予定。

· 中川原　義雄様～市民病院より情報提供書届いているが内容不十分及び鉛筆書きの為、再度市民病院へ連絡をとる。

· 法人研修の出欠が今日までのため、入力するように。

· ２／13、勤務変更あるため各自確認すること。

· ２／24、青明舎大嶋課長と泉さんの送別会あるため、出席する人は青明舎清水まで連絡すること。

· ２／13、晴山美智子様ケア会議予定。

· ２／23、我満奈津紀様ケア会議予定。

＜外来より情報提供＞

・鈴木　恵美子様～昨日バスが遅れた為欠席したと報告されている。ナパゲルン軟膏処方されており
　　　　　　　　　毎週処方されていること指摘すると「お母さんにも使っているから」と話されて
　　　　　　　　　いる。

・中居　松男様　～青山荘退所に向けてスタッフに部屋探しをしてもらっていると話されており、入居するアパートの家賃について話されている。

・奥山　以依子様～踵のひび割れはよくなったとのことだが、ウレパール軟膏処方となっている。

・巴　勇樹様　　～外来担当医からの質問に「はい」とのみ返答されている。

・平　康子様　　～腰痛については改善したとのこと。自立支援法について外来担当医へ質問されている為、医事室から詳細について聞くように答えている。

・井畑　光湖様　～問診予定だったがプログラムの後片付けの為遅くなったとのことで、明日問診予定。風邪をひいていると訴えている為、併せて受診予定。

・長瀬　紘一郎様～血圧計が古くなり電池の消耗が激しいことから新しい血圧計を購入したと報告あり。

・前野　義勝様　～ボンヤリとした様子見られている。自室のマットレスに黴が生えたとのことで、主治医へ相談されている。

・柳町　信之様　～幸房の様子を報告されている。

・鹿原　博夫様　～変わりないとのこと。ニヤツキや、落ち着かない様子見られている。

・中居　美津子様～風邪はよくなったとのこと。

・浜飯　正昭様　～デイナイトケアで体温38.5℃あり受診。左足首の腫脹見られ化膿瘡あることからクラビット処方となっている。本人から昨夕捻挫したと訴えあり、整形受診するように勧めている。

・種本　サハ様　～風邪の訴え聞かれ、ＰＬ顆粒処方となっている。デイナイトケアの出欠について確認してこられる為、出席するように外来医より説明あり。

＜利用者様情報＞

	本人の問題点
	現状
	本人の考え
	今後の対応

	・病状管理
	・交際により多少のストレスはある
	・スタッフに交際の相談に乗って欲しい
	・面談を継続していく

	・精子が出ないという事を、井畑様・主治医へ伝える事ができない。
	・性行為は行っていないが自慰行為の際、精子が１滴もでない。

・性欲はある。

・井畑様は将来的に子供が欲しいと話している
	・病気や経済的なことを考えると子供が欲しいとは思わない。
・精子が出るようになりたいという考えではなく、精子が出ない事を井畑様に伝えたい。
・主治医へも相談したいが、内容が性的問題である為相談しにくい。
	・面談を継続し、一緒に対応を考えていくことを約束する。

・主治医へ相談しやすい環境を作る為、外来看護師抜きでの受診も可能であることを伝える。


	・金銭管理
	・1万円のプレゼントをあげたりデート費用

（1千～2千）を進んで負担している。
	・現在貯金が30万ほどあり、自分は使いたいことが無い為、それならば井畑さんに買ってあげようと思う。
	・プレゼントのやり取りは相手の負担にもなること、また今後本人の金銭的負担になっていくことを説明し納得されている。

・青山荘へ情報提供し、金銭管理の助言を依頼する。



	・住居の問題
	・青山荘の退所が近く、１人暮らしかグループホームか、十和田に帰るかを考えている。
	・これからの住居を決めるポイントとして、１番重要なことは病状の管理で、井畑さんの事は2番目だと思っている。
	・本人が病状を管理できることは、井畑様に心配をかけないことにもなることを伝える。

・自分にとって病状の管理をしやすい環境を青山スタッフと一緒に探していくことを勧める。



	・恋愛の問題
	・2週間に1度の割合で、土日にデートしている。

・カラオケ、ショッピングに行くことが多い。
	・デートでどこに行くか？何を話したらいいか？悩む。しかし以前に比べると緊張しなくなった。
	・今後も恋愛の相談に乗ることを伝えていく。

	・家族の問題
	・家族へ交際については話していない。
	・障害を持っている為、交際を認めてくれるか、理解してくれるかが不安。
	・交際については、本人、家族、スタッフで乗り越えていかなければならないことが多いことを説明し本人も納得。

・後日、本人、スタッフとで家族へ伝えることとしている。




・関　秀治様～昨日①交際に関連する現在の悩みを明らかにする。②家族へ交際を伝える必要性を説明する、ということを目的に面談施行。

＜退院療養計画会議報告＞

村上　元道様　（35）　統合失調症　北病棟入院中

・２／10　10:00退院予定。退院後青山荘入所し、青山荘のプログラム実施・終了後、デイケア利用へ移行予定。初外来、２／14。

	金銭面・手帳の有無
	・現在生活保護需給、精神保健福祉手帳申請中

	今後の目標（本人）
	・青山荘入所後、半年～１年でアパートで一人暮らしを行う。

・仕事を行う。

	生活状況
	・保清面に問題は見られない。

・服薬は守られており忘れることはない。

・対人関係や集団の場が苦手である。

・金銭の自己管理は出来ている。

	プログラム参加状況
	・作業療法導入しているが寝ていることが多い。

	現在の問題点
	・将来の事を考えて焦りイライラする事があるが、その感情を処理することが出来ない。

・集中する事が出来ない。

・起床に声掛けを要している。

・他人の言葉や、周囲が騒然としていると興奮する事がある。

・月に一度「何かがこみ上げてくる」と訴え聞かれるが、自分からタバコの吸いすぎと理由を話されたり、時間がたつと良くなったと話されている。

	自己評価
	・場合により変化見られるが、全体的に高めである。

	デイケアでの対応
	・出来る事と出来ないことを自覚して頂く為、出来ていない事に関しては指摘する。


＜添付資料：青山荘定例会議　報告＞

・大久保　康弘様～　先週お兄様が来られ、生活保護申請で以前より動いていたと話される。お兄様の収入が多いが、利用は可能かも知れないと役場より話があったとのことで、今後生活保護受給の方向で動いていく。

４日面談行い、退所後について田面木近辺でアパートないし共同住居で生活したいと希望聴かれている。理由については病気が心配なので近辺がいいと思うとのこと。最近調子がよいと思っているが、自分の勘違いかもしれないと思うと話される。アパート暮らしについては、病気よりも金銭面での問題を訴えており、現在年金３級で月３万円の支給額でありこのままでは生活が出来ないため生活保護を希望。又、いずれは職親を利用したいと話されており、ブランクがあるため就労は無理だがお金がない為少しでも働きたいと思っているとのこと。

次回受診時主治医に生活保護申請の承諾を得る予定。

・田名部　一樹様～　３日外来にて主治医へ職親と自宅での生活について相談している。本人からはすぐにでも職親を利用したいと希望が聴かれるが、主治医からは週２回の利用を勧められている。

　　　　　　　　　　自宅からデイケアへの通所について日数を増やしたいと話される。本人から現在調子が良く早目に外泊訓練を行いたいと希望あり、７日より開始。外泊中の様子について“本人疲れた様子で帰宅後すぐに自室へ入った”と情報あり。

・田澤　勝敏様～　32条の更新を自分で行われている。所得証明する物がない為、通帳を見せることとしているが、現在使用している通帳のページがあと２行となっている為、千円を出し入れして次のページに１行だけ記入した状態で見せたいと希望あり、本日銀行へ行かれている。

・奥山　以依子様～銀行の引き落としを自分で行うことができるようになっている為、次回から単独で行くこととしている。

・関　秀治様～デイケアから交際費等の情報を受けて、金銭面での面談予定。

・平　康子様～　保護者へ退所後のアパート探しを協力依頼している。国庫税の手続きについて出来ないと話されながらも、一人で手続きを行うこと出来ている。

退所について話をすると体調不良の様子を見せており、部屋に鍵をかけストーブ前でうずくまり、スタッフの声掛けにも反応しないことあり。室内が散乱している為掃除を促すが、わずかに掃除をしてすぐにテレビを見たり他入所者と交流を持っていることあり掃除が進まない。今後スタッフ付き添い、掃除を行っていく。

・番沢　政勝様～　退所への焦りがある様子見られている。退所後について実家へ帰るとまた入院になると本人話されている。本日午後より、スタッフ付添いにて田面木周辺のアパートを探しに行く予定。

　　　　　　　　　自立支援法の手続きについては「後はハンコをもって行くだけ」と話されており、理解している様子伺える。

・横山　耕生様～人を傷つけそう、手が震えると訴え聞かれているが、頓服服用後30分程で鎮静している。昨日より新規プログラム導入しており、風邪をひいていた為まだ青山荘に馴染めないと話されている。自分の精神状態について「コーヒーやタバコで安定する」と話され喫煙回数など増加傾向見られている。青山荘に慣れてきたら、デイケアへ通い、青山荘の当番やプログラムへ出れるようになりたいと目標聞かれている。

